
中東情勢不安定化で安値修正
NY原油先物相場は、1バレル=71ドル水準まで値上がりする展開になった。前週にメキシコ湾で発生し

たハリケーン 「Francine」による供給障害が予想されていたよりも大きく、週明け直後から買いが膨

らんだ。週中盤は利食い売りで上げ一服となったが、その後は中東地政学リスクを織り込む形で改めて

地合を引き締めている。9月20日に10月限が取引最終日を迎えたこともあり、売りポジション整理の動

きが続いた。

レバノンでは通信機器の爆発が相次ぎ、多数の死者・負傷者が発生した。武装組織ヒズボラ幹部は、イ

スラエルによるサイバー攻撃だとして報復を宣言したが、20日にはイスラエル軍がレバノン首都ベイ

ルートに対して空爆を実施し、複数のヒズボラ幹部が死亡した。原油需給に対する影響は認められない

が、地政学リスクの高まりが原油市場で売りポジションの整理を促した。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（9月13日時点）は、原油が前週163万バレル減、ガソ

リンが7万バレル増、石油精製品が13万バレル増となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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需要不安で戻り売り優勢、地政学リスクの上昇は一時的か
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【展望】

需要不安を背景に9月10日に65.27ドルまで下落した後の反

発フェーズにある。特に中東情勢が改めて不安定化している

ことに注意が必要であり、今後の展開によっては更に修正高

が促されるリスクを残す。ただし、現実の原油供給障害が発

生しないのであれば、これまでと同様に戻り売り優勢の展開

が維持される見通し。自律反発を消化しつつ、上値の重さを

再確認する展開になろう。

中東ではイスラエルとハマスの停戦協議が進展しない中で、

イスラエルとヒズボラの戦闘が激化している。ただし、原油

市場の目線で注目されるのは、原油供給障害が発生するか否

かであり、漠然とした不安感のみで安値修正が進んだ局面で

は、売り妙味が高まる。60ドル台中盤から後半での取引に回

帰しよう。

一方、主要産油国であるイランも軍事紛争に巻き込まれるよ

うなリスクが高まると、一気に75ドルの節目を上抜く可能性

がある。イスラエルとイランの軍事衝突の有無が、原油相場

が修正高に留まるか、大きな上昇局面に発展するかの分岐点

になろう。

今週は原油需給に関して大きなイベントは予定されていない

が、需要不安の織り込みが再開されると下値模索の展開にな

る。中国を筆頭とした需要鈍化、需要端境期の季節要因など

が材料視されると、今後の需給緩和リスクを織り込む形で下

値追いの展開が再開される。特に70.00ドルの節目を完全に

下抜くと、チャート環境からも売り安心感が強まろう。10月

限の取引終了を受けて、11月限に対して改めて売りポジショ

ン構築の動きがみられ、逆鞘（期近高・期先安）縮小が促さ

れるかにも注目したい。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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